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1． はじめに 
日本の海面魚類養殖業の約 50％が，ブリ・ハマチの養殖

である[1]．ブリ養殖では，生産者が給餌船に乗船して 1 時

間以上掛けて給餌作業を行う必要がある．そのため，近年，

ブリなどにも対応した大型のタイマー式給餌機が開発され

ている．しかし，生産者が餌を入れに行く手間が必要であ

り，また，決められた時刻に一定量ずつしか給餌できない

ため，給餌不足や給餌過多になる可能性がある．そのため，

タイマー式の給餌は，給餌船を使った手作業での給餌と手

間が変わらず，効率的ではないという問題がある．将来的

には，自動給餌船の開発が期待されているが，まだ開発実

証は十分ではない． 
本研究では，効率的なブリ・ハマチ向けの自動給餌とし

て，給餌不足・過多を防ぐことを目的とした．タイマー式

給餌機に設置したカメラ映像による活性判定AIを実装し，

給餌制御機能の実装に取り組んだ． 

2 ．自動給餌システムの概要  
提案する自動給餌システムの構成を図 1 に示す．生産者

が出荷時期やサイズを決めることで，筏の養殖魚数やサイ

ズに応じた給餌を自動で行うシステムを目指している． 
現在は，給餌機に取り付けられたカメラ画像を 3 秒ごと

にクラウドサーバで保存し，給餌中のブリの画像に対して

活性判定AIを用いて活性判定を行い，摂餌をしなくなれば

自動で給餌を停止する機能の実装に取り組んでいる．  

 
図１ 自動給餌システムの概要 

3．機械学習による活性判定 AIの構築 
ブリ養殖での自動給餌を実現するために，機械学習にお

ける深層学習を用いて，図 2 のような高活性と低活性，非

活性の 3 クラス分類を行う活性判定 AI を構築した． 

 
図２ 活性判定 AI の構築 

4．給餌停止処理条件 
給餌停止処理を図 3に示す．活性判定 AIを用いて，高活

性と判定されれば給餌継続し，低・非活性と連続で 3 回判

定されると給餌停止を行う． 
実際の運用では，給餌停止処理の 1 分後に給餌を再開し

同様の給餌判定が 5 回行われた場合に，飽食状態となった

と判断し給餌終了とする．  

 
図３ 給餌停止処理 

5．活性判定 AIの精度検証と実証実験 
長崎県平戸市のブリ養殖業者にご協力をいただき，活性

判定 AI の精度検証と実証実験を行なった．活性判定 AI は，

学習済みモデルである Xception を用いて転移学習を行なっ

た．学習画像としては高活性，低活性，非活性の各 500 枚，

検証画像としては各 100 枚を用いて構築を行なった．これ

らの画像とは別に評価用に各 200 枚を用いて精度検証を行

なった．検証結果は表 1 に示す．表 1 より，どの項目でも

99%以上の精度で判定出来ている事が確認できた．  
構築した活性判定AIを用いて，実際の給餌中の現場で運

用を行う実証実験を行なった．実験の結果，給餌停止処理

条件に従った適切な停止処理が実現できることが確認でき

た．さらに，生産者の方からは，「ほぼ人が給餌するのと

遜色無く動作している」との意見を頂いていることから，

十分に実用可能な AI であると考えられる．  
 

表1  活性判定 AI の検証結果 [%] 
  入力画像（各 200 枚） 

高活性 低活性 非活性 

 

予測 

結果 

高活性 100 0.0 0.0 

低活性 0.0 99.5 0.0 

非活性 0.0 0.5 100 

６．まとめ 
本研究では，ブリを対象とした海面養殖において，高い

精度で判定する事が可能な活性判定AIを構築することがで

きた．また，生産者にご協力して頂き，フィードバックを

受けることにより，適切な停止処理で自動給餌を実現する

事が可能になった．  
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